
祝令和！いつもありがとうございます。

きしゅう会計の名倉です。

元号が変わって、前代未

聞の１０連休。お祝いムード

の長い休みとてもよかっ

たと思いました。ただ、そ

の間に４回もＢＢＱを入れ

てしまい、大きな身体が更なる飛躍を遂げ

てます。ほんと痩せなきゃ(*_*; 
運動不足と食べ過ぎ飲みすぎ、これは必然

の結果です。反省しなきゃね。でも今回は親

として嬉し恥ずかし微妙な突然のお話から。

まずは遡ること二カ月前。

「ラ・フォル・ジェネ Tokyo」
という毎年ゴールデンウ

ィーク中に東京で開催さ

れるクラッシックのフェス

ティバルに「今年こそ行き

たい！」と言い出した嫁。

連れていってほしい眼差

しを横目に、ひとつの閃きが！クラッシック

の苦手な僕は「電車代とホテル代出してあ

げるから娘と二人でいってきたら」と提案す

る。にっこり嫁に、但し書き

をつける。「東京に住んで

いるという彼氏もランチ

に誘って、どんなやつか

みてくること」これが、 

東京行きの条件。つまり、

「ミッションインポッシブルだ！」と、嫁に

チケットと任務を渡すも、クラッシックにしか

情熱を示さない嫁はほぼ初めっからフリー

ライダーするき満々で、名倉家初めての

「彼氏との遭遇」の時は訪れずに、静かな 

連休になるかと思えたが、事態は急変！

「連休中に彼氏連れてきていいかな？」

娘からまさかの連絡が嫁に入ったのである。

これに豆を炒ったような騒ぎになる名倉家。

「まさか、嫁にください！なんて、最初から

ないよな」「もしかして、すっとばして授かり

婚？」「いやいやうちの娘に限って、、、」等

膨らみ膨らみ。「娘さん

をください！」と言われ

たら「よござんす！」と

漱石の「こころ」バリに

返そうか等妄想想定問

答集が頭の中にできあ

がる。親とは子供の結婚を思うと子供に戻

るのかも知れない。でもそのような余計な

心配はやはり不要でした。やってきた彼氏は

単なる挨拶を話す。

真面目そうなちょっと幼

めの男の子。でも話せば

しっかりしてたかな。

「まずは君、第一関門ク

リアだよ」と僕も嫁もお

互い心の中で言ってたんじゃないかな。

 でも、ほんとは「挨拶に来る」って聞いた

時、なんだか嬉しかった。

まるで初めて彼女ができ

た時のような新鮮な感情

になったのは不思議でし

た。「このまま真っすぐ進

むのだよ」二人に言ったのはこれも心の声。

初めての彼氏の訪問はこうして幕を閉じま

した。もう付き合いも長いし、ゴールもそのう

ちなのでしょう。（僕が彼氏の存在を聞いた

のはついこの前ですが、、、笑）

さて、淡い親ばかモードはこのくらいにして、

今回は電機メーカーの趨勢から平成がどん

な時代であったのかを振り返ります。

「東芝解体－電機メーカーが消える日－」

大西康之著の紹介です。

初めに右の表を見てくだ

さい。平成元年と平成３０

年の世界時価総額ランキ

ングです。平成元年上位

５０社中日本の会社はな

んと、３２社がランクイン。

それが平成３０年にはラン

クインしているのはトヨタ

１社だけなのです。

日本の勢いが失わ

れた 20 年で止まっ

てしまっているので

す。日本は中国に抜

かれましたが、ＧＤＰ

で世界３位です。 

まだまだ大丈夫と

思ってられるかも知

れませんが、国民 

１人当たりのＧＤＰは、

左の図通り、２０００年

の２位が最高で、そ

こからジワリジワリ

落ちていき、２０１８年

では２６位です。この

現状をこの書籍で

紹介されている電

機メーカーの衰退か

ら考えてみたいと思

います。平成元年に

ランクインしていた電機メーカーは、日立製

作所、松下電器、東芝、三菱重工、と５社です。

それが平成 30 年はゼロ。ランク外になった
だけではなく、存亡の機にある会社、そこを

なんとか切り抜けた会社、昨年東芝がサザ

エさんのスポンサーを降板したことも記憶

に新しいですが、この凋落ぶりについては
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衝撃的です。本書ではその根本の原因は、電

電ファミリー（ＮＴＴグループ）と電力ファミリ

ー（東電グループ）による甘えの構造にあっ

たと言っています。今で

は当たり前に競争市場に

なっている通信市場も電

力市場も当時平成になる

まではずっと、電電公社

と電力会社の独占市場で

した。競争相手がないので、価格を好きに決

めることができ、大きな設備投資を決まった

数社の会社に割り当てていたそうです。 

（電力ファミリーは三菱重工、東芝、日立製作

所、電電ファミリーはＮＥＣ、富士通、東芝、日

立製作所）ＮＴＴ、東電という大きな顧客から

回ってくる仕事をこなすことである程度の

利益が出せる状態だったので、市場の動向

に敏感でなかったと言っています。 

例えば白物家電や、テ

レビ等の電化製品事業に

ついても副業と言ってい

いような状態で、この事

業が倒れたら会社の存続

も危ぶまれるという状態

ではなかったとのこと。グローバル市場が

加速する中、このような姿勢で追随してくる

新興国に勝てるものでは

なかったと言っています。

またこのどちらのファミリ

ーにも属さないソニー、

パナソニック、シャープも

液晶テレビで大きく躓い

て、シャープは台湾のホンハイのグループと

なり、ソニーもパナソニックも売上を大きく

落としました。パナソニックグループの売上

は２００７年３月期で約１３兆円あったのですが、

２０１４年３月期では約 8兆円。ほぼ半減です。

液晶テレビの失敗は２００

７年に起きたリーマンショ

ックに起因するところも

大きいのですが（リーマン

ショック後高機能テレビが

全く売れなくなった）、 

世界市場への販売戦略のまずさも指摘され

ています。日本の電化製品のビジネスモデル

は、まずは国内市場で成功を収め、それから

海外へ展開する方式をとっていたようで、 

この戦略が致命傷になったようです。 

シャープが亀山第一工場の建設を２００２

年に発表したのですが、

その時サムスンの幹部

が「これでウチはシャ

ープに勝てるかもしれ

ない」と呟いたといい

ます。当時サムスンが恐

れていたのは、シャープが液晶テレビの海外

生産に乗り出すことでした。シャープとサム

スンの液晶パネルの画質の違いは一目瞭然。

それを中国で安く作り、新興国の店頭に並

べられたら、サムスンはノーチャンス。液晶技

術で追いつくには数年の猶予が必要でした。

その猶予をシャープは自

ら与えてしまったのです。

その間に液晶の質は悪

いけど、安く売ることで

新興国市場を開拓して

行き大きくシャアを伸ばしたのです。今では

日本のホテルや旅館でも、普通にサムスン

やＬＧのテレビがおいてあります。時間は遡

ることはできませんが、もしあの時、中国に

設備投資をして世界戦略に出ていればサム

スンやホンハイのような企業になれたかも

知れなかったのです（サムスン売上高 2015

年約 20兆円 ホンハイ売上高 2017年約 18

兆円）。また、シャープとの提携をホンハイか

ら提案された際にもおご

り高ぶった対応だったよ

うで、目先の資金がいる

はずなのに、なかなか合

意せず時間が経過し、当

時１株５５０円だったＭ＆Ａ

も結局は１株 88 円で決着。株主の利益を損

ねるなんともお粗末な結果となりました。 

シャープの社長が初めてホンハイの工場を

訪れた際の感想が「もう負けている」と思っ

ていたのにです。例えば

液晶画面の年間生産能

力がシャープで 1000 万

台だったところ、ホンハ

イは１０億台。日本のメー

カーでもあまりない高

性能の生産機械が数えきれないくらい並ぶ

超巨大工場だったそうです。世界のスピード、

スケールに圧倒されたのです。 

ホンハイで製造販売しているテレビの主

流の価格帯は日本円で 5000 円台、炊飯器

は 1000 円台と日本と比べればかなり安価。

これをベイスオブザピラミットのような所得

層（年間所得が 3000 米ドル未満 約 40 億

人で世界人口の約 72％ 

2007 年度）に販売してい

るのでしょうか。ある意味、

松下幸之助の水道哲学

を世界で実践してくれて

いると言えるのです。 

技術は十分にあった日本 

世界での水道哲学をパナソニックが実践し

ていてもおかしくなかったはずです。また、 

iモードに固執して海外で１兆円の損を出した
ドコモ、iPhon の出現で携帯電話器の市場を

奪われたNEC、ソニーその他の携帯電話器メ

ーカー、プラズマテレビで躓いたパナソニッ

ク、半導体売上で世界一

だったＮＥＣも今は見る影

もなく、原発事故で瀕死

状態の東芝等々。 

このように日本の電機

メーカーは衰退していっ

たのですが、これは歴史の必然と本書は語

っています。日本は高度経済成長期にアメリ

カの家電市場をアメリカのメーカーから奪っ

たように、歴史が繰り返されただけだと。 

ただ今度は日本が台湾や韓国のメーカーに

やられた側になっただけだと。 

＜名倉コメント＞ 

「おっ、大型液晶テレビ安くなったやん！」 

「iPhon って便利だわぁ」 

と普段何気に世の中便利になったなぁと思

っていますが、よく考えるとガラケーの時は

確かＮＥＣ製を使っていました。大型液晶テレ

ビの出だしは「１インチ１万円」でしたが、あれ

よあれよと言う間に「１インチ千円」に。安く

買えてラッキーくらいに思っていましたが、

この背景にはシャープやパナソニックの 

巨額投資の失敗があるのです。価格の下落

は日本経済衰退にも繋がるのです。（そりゃ

そうだよね、売上から給与が支払われるの

だからね）平成元年には時価総額ランキング

を牛耳っていた日本企業が今は見る影もな

く、海外の企業に買収される。平成の時代は

まさに日本の企業にとってはつらい戦国時

代だったのです。それでもまだまだ GDP が 

約 500 兆円ある日本。ここからの巻き返しを、

新しい令和の時代にみてみたいですね。 


